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１．研究計画の概要 
(1)母親の社会的情動発達のプロセスの特徴 
をできるだけ詳細に検証し、発達モデルを構 
築するために、縦断的なマイクロ分析を実施 
する。 
(2)健常群とリスク群の母親の社会的情動発
達の差異の出現時期を明らかにするために、
それぞれの群の発達プロセスについてマク
ロ的視点での分析を行い。発達プロセスの比
較検証を実施する。      
 
２．研究の進捗状況 
研究計画の(1)については、 
①母親の情動認知を測定するためのツール
として、乳児の様々な日常生活場面を素材
とした VTR 刺激を作成し、測定ツールとし
ての妥当性を検証した。また、その過程を
論文として公刊した。 
 
②VTR 刺激を用いて、生後１年間の 4時点に
おいて母親の情動認知と認知のために利用
する文脈について横断調査を実施した。ま
た、その結果を基に、認知される情動と利
用される文脈に関するカテゴリーを作成し
た。この過程については国内外の学会で発
表を行い加筆修正した内容での論文を準備
中である。 
 
③VTR 刺激を用いて、生後１年間の 4時点に
おいて母親の情動認知と認知のために利用
する文脈について縦断調査を実施した。ま
た、作成したカテゴリーを用いて発達プロ
セスの個人内、個人間の変化について分析
を行っている。この過程については、国内
外の学会で発表を行い加筆修正した内容で
の論文を準備中である。 

④生後１年間の4時点において母親の応答行
動を観察するための縦断調査を実施した。
また、情動認知と応答行動の関連について
も分析を行っている。この過程については、
国内外の学会で発表を行い加筆修正した
内容での論文を準備中である。 

 
研究計画の(2)については、 
①VTR 刺激を用いて、母親の情動認知と認知
のために利用する文脈について虐待リスク
をもつ母親、発達リスクを持つ子どもの母
親を対象に横断調査を実施した。また、作
成したカテゴリーを用いて、発達プロセス
の個人内、個人間の変化について検証を行
った。更に、健常群との比較検証も行って
いる。この過程については、国内外の学会
で発表を行い、加筆修正した内容での論文
を準備中である。 
 

３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
妥当性の検証された測定ツールとカテゴ

リーを作成したことにより、本研究の目的で
ある、母親の社会的情動発達のプロセスの測
定と分析が可能となった。また、データ収集
と分析も地道に進めている。ただ、健常群以
外の虐待リスクをもつ母親、発達リスクを
持つ子どもの母親を対象にした調査が遅れ
ており、対象者のリクルート方法も含めて、
再度検討する必要性がある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)現在までに収集した多くの基礎的データ
を分析し、それらの結果と結果から考察さ
れる母親の社会的情動発達プロセスの特 
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徴と発達モデルを、学会発表や論文を通し 
て幅広く社会に説明していく。 
 
(2)基礎データに基づき構築された理論的背
景を利用して、育児にストレスを抱える母親
や母子間のコミュニケーションに悩む母親
に対して、適応的な子どもへの関わり方を体
験的にトレーニングできる、発達プログラム
開発のための実証的な研究を推進していく。 
 
５. 代表的な研究成果 
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